






考案と要約 

DHA-S loading testは胎盤機能の測定に大きな意義をもつ。特に 30 分 E2CR を Y軸にピー

ク時間をX軸にとった二次亢座標系で,DHA-S投与後のE2動態を分析すると,ポイントが右

下方を指向すればする程子宮胎盤循環不全を意味する。したがって,その症例の胎盤機能は

不良であり,かつ予備能の著しい低下を意味するものと思われる｡またこのようなポイント

の移動を示す症例は高血圧を主徴とした妊娠中毒症に多く認められ,しかもそれらの症例

は早期産になりやすい傾向をもつ。また早期産に至った症例では正期産にくらべて妊娠後

期におけるプラズマアルドステロンのレベルが著しく低下していることが判明した。 

つまり妊娠後期の高血圧を主徴とした妊娠中毒症で,プラズマアルドステロンがきわめて

低値であり,かっこの二次元座標系でDHA-S負荷testのポイントが右下方を指向する場合,

その妊娠は早期産の危険性がきわめて高いことを示唆するものであり,厳重な産科管理が

必要となる｡ 


